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被災地での給水活動（岩手県大船渡市台町公園）

認定こども園 平成24年4月 開園予定
　3月15日号でお知らせした、「認定こども園」にかかる施設整備補助金が、
　平成23年第1回甲賀市議会定例会において慎重審議のうえ可決されました。

　貴生川地域に開設予定の「認定こども園」は、法人による民営の施設であり、これまでの保育園・幼稚園
の枠組みを基本としながらも「教育の時間」などを通して保育園・幼稚園の壁を越えて、就学前教育を一
体的に行ないます。
　「認定こども園」開設は、市がめざす「待機児童“ゼロ”」の実現に向けて、大きな役割を果たすものと期
待されます。今、市と法人が協同しながら「認定こども園」開設に向け協議を進めています。また、「認定
こども園」への理解を深めていただくために、貴生川地域の保護者の皆様を中心に説明会を実施してい
ます。説明会でよく出される疑問についてお答えします。

　
貴
生
川
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
す
べ
て
の
地
域

か
ら
入
園
を
ご
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、認
定
こ
ど
も
園
に
通

っ
て
い
な
い
子
ど
も
に
対
し
て
も
、子
育
て
相
談
や
親

子
の
集
い
の
場
の
提
供
な
ど
の
子
育
て
支
援
が
行
わ
れ

ま
す
。

■基本的な保育サービス
　保育料　　�保育園は公立園と同額。幼稚園は公立園から入園される場

合、公立園と同じ保育時間（5時間）であれば公立園と同額
　保育時間　�保育園は月〜金曜日8:30 〜 16:00、土曜日は8:30 〜 11:30
　　　　　　幼稚園は月〜金曜日9:00 〜 14:00
　保育園  �長時間保育　�月〜金 朝7:30 〜 8:30、夕方16:00 〜 18:30		

土曜日は11:30 〜 18:30も利用可
　保育内容　�家庭や地域と交流し、自然や動物を通しての感動体験など公

立園で実施している保育内容を継承

■希望者への別途有料保育サービス
　幼稚園 � 預かり保育　�月〜金 朝7:30 〜 9:00、夕方14:00 〜 18:30		

土曜日や長期休暇期間中（春休み・夏休み・冬休み）
　保育園  延長保育　　�月〜金 夕方18:30 〜 19:00
　幼稚園　　アフタースクールの教育活動

　
貴
生
川
小
学
校
で
は
今
、
6
0
0
人
を
超
え
る
児

童
が
在
学
し
、や
む
な
く
特
別
教
室
を
普
通
教
室
に

転
用
し
て
い
ま
す
。
児
童
数
は
今
後
も
増
え
続
け
、

現
在
公
立
園
に
在
籍
の
1
歳
か
ら
5
歳
の
お
子
様

が
小
学
校
に
在
校
さ
れ
る
平
成
27
年
に
は
8
0
0

人
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
児
童
数
急
増
に

対
応
す
る
た
め
、平
成
23
年
度
に
は
運
動
場
に
仮
設

教
室
を
増
設
し
ま
す
。
し
か
し
、運
動
場
は
現
在
で

も
児
童
数
に
対
応
で
き
る
広
さ
は
確
保
で
き
て
い

な
い
状
態
で
、特
に
運
動
会
等
の
催
し
で
は
大
き
な

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
運
動
場
に
、さ
ら

に
仮
設
教
室
を
建
設
す
る
と
、ま
す
ま
す
児
童
の
運

動
ス
ペ
ー
ス
が
狭
隘
と
な
り
、早
急
に
運
動
場
拡
張

に
着
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、児
童
ク
ラ
ブ
入
所
児
童
も
現
在
76
人
と
な

り
、児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、今
後
も
入
所
希
望
が

増
え
る
こ
と
か
ら
、新
し
い
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
確

保
が
急
が
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す

る
た
め
に
は
、貴
生
川
幼
稚
園
、貴
生
川
保
育
園
を

閉
園
し
、認
定
こ
ど
も
園
に
公
立
園
の
機
能
を
引
継

ぐ
と
と
も
に
、そ
の
跡
地
を
利
用
し
、そ
れ
ぞ
れ
、貴

生
川
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
拡
張
に
、そ
し
て
、児
童

ク
ラ
ブ
施
設
に
活
用
す
る
こ
と
で
、喫
緊
の
課
題
へ

の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

認定こども園ではどんなサービスが受けられるの？

公
立
園
を
閉
園
し
、

な
ぜ
認
定
こ
ど
も
園

開
設
を
急
ぐ
の
？

認
定
こ
ど
も
園
は
誰
で
も
利
用
で
き
る
の
？

問
い
合
わ
せ

　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
８
６
‐
８
１
７
９　
Fax
８
６
‐
８
３
８
０

現
地
で
の
支
援

　
被
災
地
で
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
甚

大
な
被
害
が
出
て
お
り
、特
に
水
の

不
足
は
大
変
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
市
で
は
、地
震
発
生
翌
日
の
12
日

か
ら
給
水
車
と
職
員
を
派
遣
し
、岩

手
県
、宮
城
県
で
給
水
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、要
請
に
よ
る
被
災

宅
地
危
険
度
判
定
士
や
、下
水
道
目

視
調
査
員
の
派
遣
な
ど
、被
災
地
の

復
旧
を
支
援
で
き
る
体
制
も
整
え
て

い
ま
す
。

避
難
者
の
受
け
入
れ

　
被
災
地
で
は
数
十
万
人
の
方
が
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
避
難
所
で
は
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
は
じ
め
、情
報
通
信
お
よ
び
交
通・

物
流
面
等
で
極
め
て
不
安
定
な
状
況

が
続
き
、過
酷
な
生
活
で
疲
労
が
深

ま
る
被
災
者
の
健
康
状
態
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、滋
賀
県
対
策

本
部
か
ら
の
要
請
を
受
け
、一
定
期

間
滞
在
で
き
る
市
の
施
設
を
開
放

し
、被
災
者
の
避
難
先
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、市
営
住
宅
を
提
供
し
、被

災
者
の
居
住
環
境
を
整
え
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、避
難
者
の
中
に
は
、多
く

の
子
ど
も
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
、被
災
し
た
児
童・生
徒

が
市
内
の
学
校
に
転
入
学
を
希
望
す

る
場
合
、弾
力
的
に
運
用
し
ま
す
。

救
援
物
資
の
提
供
に

ご
協
力
を

　
市
で
は
、被
災
さ
れ
た
方
が
必
要

と
さ
れ
る
物
資
に
つ
き
ま
し
て
、次

の
通
り
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
救
援
物
資

（
新
品
に
限
り
ま
す

4

4

4

4

4

4

4

）

　

飲
料
水・
茶（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入

り
、賞
味
期
限
が
２
か
月
以
上
あ
る

も
の
）、肌
着
、歯
ブ
ラ
シ・歯
磨
き
、

石
鹸（
洗
顔
石
鹸
含
む
）、
タ
オ
ル
・

バ
ス
タ
オ
ル
、紙
オ
ム
ツ（
大
人
用
・

こ
ど
も
用
）、
生
理
用
品
、
防
寒
着
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
マ
ス
ク
、

食
品
用
ラ
ッ
プ
、ぬ
い
ぐ
る
み（
30
㎝

以
内
の
も
の
）、乳
幼
児
向
け
が
ん
具

※�

現
時
点
で
は
右
記
物
資
の
み
受
け

付
け
ま
す
。

●
受
付
場
所

◦
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー（
水
口
庁
舎
）

◦
社
会
福
祉
課

（
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

◦
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

（
旧
土
山
支
所
）

◦
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

（
旧
甲
賀
支
所
）

◦
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

（
旧
甲
南
支
所
）

◦
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

（
旧
信
楽
支
所
）

◦
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
各
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
※
土
、日
曜
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

�（
社
会
福
祉
課
、社
会
福
祉
協
議
会

は
平
日
の
み
）

●
輸
送
先
お
よ
び
輸
送
方
法

　

市
が
滋
賀
県
救
援
物
資
集
積
所

（
自
衛
隊
大
津
駐
屯
地
）に
搬
入
し
、

福
島
県
災
害
対
策
本
部
へ
搬
送
さ
れ

ま
す
。義

援
金
の
窓
口
は

　
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
ま
し
た

義
援
金
は
、日
本
赤
十
字
社
滋
賀
県

支
部
お
よ
び
中
央
共
同
募
金
会
を
通

じ
、被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
場
所

◦
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

◦
社
会
福
祉
課

◦
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
各
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

　

被
災
地
に
は
、救
援
を
待
つ
多
く

の
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
一
刻
も
早

く
十
分
な
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
る
こ
と
は
私
た
ち
市
民
全
員
の
願

い
で
す
。

　

今
後
も
、市
民
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
の
救
援
、

被
災
地
の
復
興
支
援
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
義
援
金
詐
欺
に
ご
注
意
願
い

ま
す
。
寄
付
は
必
ず
ご
自
身
の

判
断
に
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
対
す
る
市
の
対
応

　

３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、東
北
地
方

を
中
心
に
、過
去
に
例
の
な
い
極
め
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
被
災
さ
れ

ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
、被
災
地
域
か
ら
の
応
援
要
請
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、地
震

発
生
後
直
ち
に「
甲
賀
市
災
害
救
援
本
部
」を
設
置
し
、５
つ
の
専
門
部
よ

り
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、被
災
者
の
救
援
な
ら
び
に
被
災
地
の
復

興
の
た
め
、次
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
救
援
物
資
、義
援
金
に
つ
い
て

　
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
７
０
０

　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
０
８
５　

　
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
７
３
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Fax
６
３
‐
４
６
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